
（別紙２－１） 
１ 自己評価及び外部評価結果 

 
作成日  平成  24年  8月  12日 

【事業所概要（事業所記入）】 
事 業 所 番 号 4271401822 

法 人 名 社会福祉法人 楽々会 

事 業 所 名 グループホーム 楽苑 

所 在 地 〒859-1402 
長崎県島原市有明町湯江乙 1138 

自 己 評 価 作 成 日 平成 24年 7月 31日 評価結果市町受理日 平成 24年 9月 24日 
 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先URL  

 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 特定非営利活動法人 
ローカルネット日本福祉医療評価支援機構 

所 在 地 〒855-0801 長崎県島原市高島二丁目七二一七 
島原商工会議所一階 

訪 問 調 査 日 平成 24年  9月  6日 
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
全員が女性スタッフで、チームワークも良く取れており、きめ細かなサービスを提

供しています。職員の決まった制服がなく、利用者と職員という関係でなく、共に

生活する家族みたいな雰囲気作りが出来てます。 
自然に囲まれた環境の中、苑内にて、ウサギ、犬、ヤギを飼い、利用者の方との触

れ合いにも役立ち“いやし”の一環になっています。 

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
自然豊かな場所に立地し、地域との繋がりも大切にする、地域に根ざした安定感を感じさせる。

玄関先では利用者の温かなお出迎えがあり職員・利用者共に笑顔が絶えない、心の安らぎを感じ

るホームである。敷地内には小規模多機能型事業所が併設されており事業所同士の交流や非常時

の連携体制が明確になされている。開設より 8年が過ぎ、利用者の高齢化が進むなか、徐々に外
出が難しくなってきた現状もあるが、ホームでのレクリェレーションなどを充実させ、今を楽し

めるようにと親身になって利用者に寄り添う姿勢と、職員に囲まれながら会話を弾ませる利用者

のあふれる笑顔が印象的で、今後益々の発展が期待できる事業所である。 
 



（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1○理念の共有と実践

2 2○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3○運営推進会議を活かした取組み

5 4○市町との連携
町の文化祭では市の公
共施設を活用させて頂
き、そういう場でサー
ビス内容を伝えたり、
相談事で市の窓口に出
向いたりと協力関係を
築くように取り組んで
いる。

日頃から市町との連絡や相談の
やり取りがあり、地域の方を対
象に健康体操や楽苑主催で、グ
ランドゴルフ大会を実施し情報
交換しながら協力関係を築いて
いくように努力している。

保育園からは七夕の慰
問、婦人会からも踊り
の披露に来られ、近隣
の小学生が遊びに来た
り、地域の消防訓練に
出席したりと日常的に
交流している。

保育園やボランティアとの交流
もあり、地区の敬老会へのお誘
いも受け利用者と出席の予定で
ある。町内の文化祭にも毎年参
加し、華やかな衣装で地域の方
も楽しみにしている。緊急時は
ホームのAEDを使ってもらうよ
うにも伝えている。

二ヶ月に一度、地域包
括支援センター職員、
町内老人会長、利用者
の家族の方々を交え
て、現状報告、サービ
ス内容について意見交
換を行い、サービス向
上に活かしている。

定期的に開催される会議では現
状報告の他、試食会や権利擁護
の勉強会などが実施され、報告
だけにとどまらず困難事例の相
談や助言をもらう等、有意義な
時間となっている。

外部評価

実施状況
次のステップに向け
て期待したい内容

「個性やそれぞれのいいところ
を認めあいながら過ごしていこ
う」と日頃から理念について話
しあいがなされており、日々利
用者に関わる中でも具現化され
ている。

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

「楽苑は楽しい苑楽し
くなければ楽苑じゃな
い」という理念のもと
常に心掛けて取り組ん
でいる。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげ
ている

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

項　　　　　　　目

敬老の日には各地域の
自治会を訪問し、演芸
を披露、町の文化祭で
舞踊を披露している。
また地域の方を対象と
した健康体操を定期的
に行っている。

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

　市町担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

　　　　　　　　　　　　ユニット名　　楽１棟

　１　自己評価及び外部評価結果
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6 5○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

106○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

117○運営に関する職員意見の反映

契約前には事前にホー
ムを見学して頂いた
り、契約時にも利用者
や家族の要望等を十分
に伺い、話し合い説明
を行ったうえで理解や
納得を図っている。

家族の面会時には話を
させて頂いたり、玄関
近くに意見箱、アン
ケートの設置をし、外
部へ表せる機会を設け
ている。苦情処理ノー
トも作成し運営に反映
させている。

全職員が虐待はあって
はならないことを理解
し行っていない、言葉
や態度に対しても注意
を払い防止に努めてい
る。

現在、家族会がないこ
とから個々の内面的な
満足度が見えにくい状
況にあるため、家族ア
ンケートを実施するこ
とで現状を確認、理解
し、よりよいサービス
の提供に繋がると思わ
れる。今後の取り組み
に期待したい。

毎朝の申し送りや職員
会議などせ意見交換を
行い、日常的にも職員
間で話し合い、意見の
反映に繋げている。

毎月の職員会議のほか、日頃か
ら申し送りや休憩時間・ノート
などを利用し、職員間で活発な
意見交換が行われ、発言しやす
い雰囲気作りや意見の反映に配
慮されている。

地域包括支援センター
のもと、権利擁護等に
ついて学ぶ機会があり
必要性を感じる方には
話し合い活用出来る用
支援している。

身体拘束は行っておら
ずに日中は玄関の施錠
も行っていない、玄関
にはセンサーを取り付
けており全職員が気に
掛けて対応するよう努
めている。

問題行動のある利用者に対し
て、日頃の会話や行動パターン
を把握し、家族や職員全体で話
し合い検討することで、行動を
制限せず、見守り・付き添うこ
とを大切にしている。

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、反
映させている

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組
んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に
努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機会
を持ち、個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよう支援し
ている

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

日頃からふれあいを大切にし、
出来る限り家族の希望に添える
ようにしている。苦情処理ノー
トには、ちょっとしたことや気
づきも記載し職員間で情報を共
有し、全体で解決策を考え運営
に反映させている。
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

本人と家族が今必要と
している支援を見極
め、一番良いサービス
が出来るよう対応に努
めている。

職員の能力や実績など
を把握し、職員が向上
心を持って働けるよう
環境、条件の整備に努
めている。

各自の能力、力量を把
握し、外部研修の参加
を促すことにより各自
の意識向上に繋げてい
る。

講習会や勉強会、研修
会を通じ、お互いの意
見交換を行い、サービ
スの質の向上に取り組
んでいる。

利用者の要望や不安な
事について話を聞き、
本人が安心して生活で
きるよう努めている。

家族の要望や不安なこ
とについて相談し本
人、家族とも安心でき
るよう努めている。

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

　代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させてい
く取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

　サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要と
している支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

208○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

239○思いや意向の把握

家族の面会時にはその
時間を大切にしても
らったり、一緒に外出
したりするなど本人と
家族の絆を大切にしな
がら支援に努めてい
る。

知人が気軽に遊びに来
られたり、行きつけ
だった店に買い物に出
かけるなど関係が途切
れないよう支援に努め
ている。

利用者同士の関係を把
握し共に生活する場で
支えあっていけるよう
支援に努めている。

近くに入院された方に
は、お見舞いに行った
り、施設外にて家族の
方にあったりした時は
その経過を伺うなど相
談や支援に努めてい
る。

話の中で本人の思いや
希望、意向の把握に努
め、困難な場合は態度
や言葉の流れの中で把
握に努め検討してい
る。

普段から利用者に寄り添い、会
話の中から思いを把握し、意思
疎通が難しい利用者に対しては
表情やしぐさの中からその人に
合った対応ができるよう職員間
でも話し合いの機会が持たれ実
践されている。

本人の能力にあった役
割を見つけ、介護され
るだけでなく一緒に何
かをやり遂げたり生活
を共にする関係を築い
ている。

　職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

　職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難な
場合は、本人本位に検討している。

隣接した事業所より友人の訪問
があったり、定期受診の機会を
利用して買い物を楽しんだりし
ている。家族支援で、初盆・初
正月時の帰省や墓参りなどで外
出され、関係を継続できるよう
に援助している。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

2610○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

地域の自治体や消防団
との連携も取れてお
り、本人が安全に暮ら
していけるよう支援し
ている。

入所時に本人の生活歴
や生活環境など、本人
や家族から詳しく聞き
これからのサービスに
役立てるよう努めてい
る。

本人の一日の過ごし
方、様子、能力などの
現状をカルテに記録し
把握に努めている。

本人の思いや願いなど
生活していく中で見出
し、本人、家族と話し
合い意見交換を行いな
がら介護計画を作成し
ている。

介護計画は3ヶ月毎に職員がそ
れぞれ分担して作成されてお
り、職員みんなで作り上げてい
くものとなっている。プランを
実践することで新しい可能性を
発見することもあり、本人や家
族の願いに近づけるようなプラ
ン作成を行っている。

個々のカルテに日常の
様子、気付きケア内容
等記録し、職員間で情
報を共有し介護計画の
見直しに活かしてい
る。

小規模多機能ホームが
併設しており、その人
にあった支援を見極め
よりよいサービスの提
供に取り組んでいる。

　一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発
揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービス
利用の経過等の把握に努めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努め
ている

　本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家族、
必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

　日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職員
間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

5/22



3011○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

3312○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

3513○災害対策

消防暑のお願いし定期
的に救急指導を行って
いる。病院ともすぐに
連絡が取れるようにし
ている。

消防暑の立会いのもと
避難訓練を実施してい
る。火災通報装置にて
消防暑、地域消防団に
も連絡が行くように
なっており、協力体制
を築いている。

年に2回消防署の立会いのも
と、訓練を行っているが日常的
に火災、災害時の避難経路等の
話し合いが行われている。小規
模との緊急時の連携体制や避難
誘導の役割分担が明確であり、
災害時の持ち出し品も準備がな
されている。

入所前からのかかり付
け医の受診をしてお
り、事情にて出来ない
場合は本人家族に相談
のうえ適切な医療を受
けられるようにしてい
る。

看護師連絡ノートも作
成しており、日常の情
報気付きを記録し、看
護師に報告している。
利用者の相談や適切な
受診が受けられるよう
支援している。

利用者が入院した際
は、病院関係者との情
報交換、相談に努めて
いる。本人が入院中も
安心出来るようお見舞
いに行ったり支援して
いる。

重度化した場合や終末
期のあり方について、
日頃から職員間で話し
合い家族にも十分に説
明しながら支援に取り
組んでいる。

近年、利用者の高齢化に伴い終
末期の対応に関して日頃から話
し合いがもたれている。希望が
あればホームでも対応する方針
であり、これまでも畳の間を利
用して家族と共に看取りを行っ
た経験がある。

入居前のかかりつけ医を受診
し、ホームと医療の連携を大事
にしている。近年透析や在宅酸
素など医療との連携が重要な利
用者もおり、職員が透析栄養指
導を受けに病院に出向くなど、
食事面でも適切な対応ができる
ようにしている。

　受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ医
と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対応
の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法を
全職員が身につけるとともに、地域と
の協力体制を築いている
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

3614○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

4015○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

一人ひとりに合わせた
食事、水分量、減塩食
などの栄養バランスを
考え、その人に応じた
支援をしている。

本人が思いや希望を表
したり出来る用、対応
や言葉掛に努め難聴の
方には筆談やジェス
チャーなど自己決定で
きるよう働きかけてい
る。

利用者の一人ひとりの
ペースに合わせた過ご
し方が出来るよう入浴
日や食事時間など希望
に添って支援してい
る。

年に数回、美容師さん
に来てもらいカットや
パーマが出来るように
している。本人の希望
で職員にてカットもし
て、その人らしい身だ
しなみの支援をしてい
る。

食事の見た目や盛り付
け、器の工夫など考え
ながら提供している。
準備や片付けなどは無
理ですがテーブルを拭
いたりお絞りを畳んだ
りと簡単なお手伝いを
してもらっている。

利用者が今思っている
現実等、否定せずプラ
イバシーを損ねない、
その人にあった言葉掛
や対応に努めている。

個々の利用者に添った言葉かけ
に配慮し、なるべく否定しない
ように心がけている。女性利用
者の割合が多い事から、先日は
法人内ではじめて男性利用者だ
けの食事会を実施し会話の時間
を楽しまれた。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや対
応をしている

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

1日、15日はお刺身・お赤飯の
日と決まっており利用者も楽し
みにしている。ユニットごとに
異なる献立の食事が提供され、
柏餅等手作りおやつも利用者と
共に作り楽しめるようにしてい
る。
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42 ○口腔内の清潔保持

4316○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

4517○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

ホームのいたる所に椅
子、ソファー、テーブ
ル、リビング内には畳
み間などあり一人ひと
りがリラックス出来る
場所を見つけて安心し
て生活できるよう支援
している。

薬はすべてホーム管
理、お薬ファイルを作
成しており、いつでも
確認出来るようにして
いる、服薬時にはかな
らず見守り、確認を行
い症状の変化を見逃さ
ないようしている。

食後のうがい、歯磨き
は一人ひとりに合わ
せ、入れ歯の方にはポ
リデントも行ってい
る。

定期的にトイレ誘導を
行い出来るだけトイレ
にて排泄出来るよう、
本人の排泄パターンを
つかみ支援している。

日中は定期的にトイレ誘導し、
トイレでの排泄を促している。
定期的な言葉かけによって退院
時リハビリパンツ使用だった利
用者が、本人の希望で布パンツ
に変更した利用者もいる。

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

毎日入浴が実施され一人ずつ入
浴している。拒否する利用者に
対しては時間をおいたり職員が
交代で声かけする等で、入浴不
足にならないようにしている。
ゆず湯や菖蒲湯などの季節の湯
も実施され利用者も楽しみにし
ている。

排便チェック表にて毎
日の排便の有無を確認
し、その人に応じた対
応で薬の調節や食事の
工夫運動への働きかけ
など行っている。

毎日入浴可能であり、
入浴前に本人に伺った
り、体調も把握し行っ
ている。否定される方
には後でもう一度声を
かけたり誘導するなど
行っている。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

4918○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

5219○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

有線放送の設置もあり
昔懐かしい曲や落ち着
いたリラックスできる
曲など流し、不快にな
りにくいようしてい
る。建物の天井自体も
高く、光のバランスも
考え心地よい空間で過
ごせるようしている。

建物全体が木のぬくもりに包ま
れ天井も高く開放的である。居
室の中心に中庭があり大きな窓
からは季節の移ろいを感じる事
が出来る。台所からの音や香り
がリビングを包み穏やかな印象
を感じさせる。

日常生活のなかで本人
の力量に合わせ編み物
や裁縫をお願いした
り、歌や踊りが好きな
人には一緒に楽しく、
その人に合わせて支援
している。

買い物の希望があった
場合は、日時を決めて
外出したり、家族の協
力があり、外食や花見
に一緒に外出したりす
る機会もある。

金銭管理は家族に任せ
ている、本人が買い物
をしたいときは小遣い
金額をお渡しし、自分
で使う事が出来るよう
支援している。

いつでも電話が使える
ようにしている。手紙
も字を書けなく代筆を
頼まれたりなどし、い
つでも出せるよう支援
している。

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に努
めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけ
られるように支援している

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援をしている

時期をみてフラワー公園で季節
の花を見物したり雲仙へ出かけ
たりとしているが、最近はだん
だんと難しくなってきた。ホー
ムで飼っている犬の散歩や玄関
先での外気浴を実施することで
気分転換を図っている。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

ホームの至る所に椅
子、ソファー、テーブ
ルを設置しており、一
人ひとりが居場所を見
つけ自由な時間を過ご
せるようにしている。
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5420○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

○

○

○

○

○

居室入口にはレースのカーテン
が設置され各々に使い慣れたタ
ンスやテレビ、鏡や冷蔵庫の持
ち込みもある。家族が育てた鉢
植えも飾られており　来訪した
家族も共に寛げる空間にも配慮
されている。

○

廊下やトイレ、浴室に
は手すりを設置し自室
のベットにも起き上が
りしやすいよう手すり
を設けたりと本人が自
立して生活がおくれる
ようにしている。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

56

62

以前から使用している
家具類の持込も可能で
使い慣れたものに囲ま
れ本人が居心地よく過
ごせるようにしてい
る。

○

○
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○

○

○

○

○

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）
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（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1○理念の共有と実践

2 2○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3○運営推進会議を活かした取組み

5 4○市町との連携

１　自己評価及び外部評価結果

外部評価

実施状況
次のステップ
に向けて期待
したい内容

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　市町担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

「楽苑は楽しい苑、楽
しくなければ楽苑じゃ
ない」という理念を作
り、その理念を心掛け
楽しい雰囲気作りに努
めている

地域の方を対象にした
健康体操を行ったり、
敬老の日には各自治体
を慰問したりしてい
る。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

項　　　　　　　目

二ヶ月に一度、市町村
職員、自治会長、利用
者の家族の方を交えて
会議を行い、報告や話
し合いをして、サービ
ス向上に努めている。

毎年、町の文化祭に参
加したり、ここの事業
所自体も「子供100当
番」として利用して頂
いている。

文化祭や運営推進会
議、事業所独自の健康
体操等により、市町と
の交流を行い協力関係
を築くよう努めてい
る。

ユニット名　楽2棟
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6 5○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

106○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

117○運営に関する職員意見の反映

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

全職員、身体拘束をし
ないケアを心掛けてお
り、玄関の施錠もして
おらずセンサーにて対
応している。

虐待についての勉強の
場を持ち、自宅や事業
所内での虐待が無いよ
う注意を払っている。

地域包括支援センター
指導のもと、権利擁護
や成年後見制度につい
て学ぶ機会があり、必
要があれば活用出来る
よう支援している。

契約前には、必ず十分
な説明を行い家族から
も疑問点や不安なこと
を尋ね、理解、納得を
図っている。

玄関に意見箱を設けた
り、苦情処理ノートを
作成しており、それら
を運営に反映させてい
る。

毎朝の申し送りの時間
に意見を交換したり、
普段から職員間で話し
合いをしたりしてい
る。
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

全職員の努力や実績、
勤務状況を把握し、や
りがいを持って働ける
よう職場の環境や条件
の整備に努めている。

職員の力量を把握し、
研修に参加してもらう
ことにより、更なる能
力の向上に努めてい
る。施設内でも研修の
機会を設け意識向上に
つながっている。

研修や、講習会を通じ
て、交流する機会をつ
くり意見交換すること
によりサービスの質の
向上につなげている。

不安な事や要望などに
耳を傾け本人が安心し
て生活出来るような関
係つくりに努めてい
る。

入所時の段階で家族か
らの要望や相談に応じ
信頼関係を築けるよう
努めている。

本人や家族の「その
時」の状況状態を見極
めそれに応じたサービ
スが出来るよう努めて
いる。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

208○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

239○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

介護する側、介護され
る側という立場だけで
なく、同じ空間を共に
する者として料理や
色々な場面で昔の知恵
をお借りしている。

その人らしい暮らしを
して頂く為一人ひとり
の生活スタイルや意向
に合わせられるよう検
討している。

面会に来られた際に本
人様の状況を報告した
りコミュニケーション
を取ることにより、共
に本人を支えていく関
係作りをしている。

馴染みのひとがきがる
に来て頂けるような環
境作りを心掛け、家族
との外出時も気軽に応
じている。

それぞれの利用者の性
格を把握してリビング
の席順を考えたり、仲
介役をしたりして、良
い関係が築けるよう努
めている。

サービスが終了して
も、入院されている方
の所へはお見舞いに
行ったり、外出先で家
族にあった時は経過を
尋ねたりしている。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

2610○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

生活歴、病歴等、主治
医や家族を通じ把握に
努めている。

一人ひとりの日常生活
をカルテに記入し、ス
タッフ全員が内容経緯
がわかる様に努めてい
る。

日常生活の中で本人の
願いを見出し、スタッ
フ同士で話し合いアイ
ディアを出しあいケア
プランを作成してい
る。

三ヶ月に１回はケアプ
ランの見通しを行い家
族の意見もふまえ現状
にあったプラン作成に
努めている。

デイサービスが隣接し
てある為自由に行き来
が出来、希望時には
マッサージ器等利用し
てもらっている。
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29 ○地域資源との協働

3011○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

3312○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

3513○災害対策

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

病院より本人の体調の
説明を受けた後、どの
段階までホームで見届
けが出来るか、家族、
ホームスタッフで話し
合いを行っている。

緊急時の対応や、救急
手当て(心臓マッサージ
AED)の使い方を職員全
員できるよう受けてい
る。

地域の消防団ともすぐ
に連絡が取れるように
しており共に火災訓練
を行う等して一人ひと
り安全に暮らしを楽し
めるように努めてい
る。

入所後、受診する時の
ことを考え前々よりか
かり付け医院へそのま
ま保てる様、本人家族
の方が不安にならない
よう支援している。

本人の体調様子を話し
合い、第一に即バイタ
ルチェックを行い報告
し、指示を受けてい
る。

スタッフが病院へ出向
いて行き正確な情報を
聞き、本人へも不安な
く安心して頂けるよう
スタッフも交代で足を
運んでいる。

火災時の非難訓練を年
に２回程、地域の消防
団の方が来られ行って
いる。非常口、消火器
の使い方、通報の仕方
など行っている。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

3614○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

4015○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

言動、行動を否定せ
ず、一人ひとりにあっ
た会話を心掛けてい
る、もし心外された場
合は、特に気をつけた
言葉掛に勤めている。

本人の思いや希望が現
実なものになるよう難
聴の方は筆談、ジェス
チャーにて理解を深め
る、その人に合った言
葉、行動に注意して支
援している。

一人ひとりの時間を大
切にして、趣味であっ
たり、テレビ観賞や運
動だったり希望できる
よう心掛けている。

２、３ヶ月に1回、専属
の美容師によりカッ
ト、パーマの利用、希
望により行き着けだっ
た美、理容室の送迎を
行っている。

お盆の配膳を一緒にし
たり、おしぼりを畳ん
だり、野菜の皮むき、
衣つけなど手伝って頂
き、スタッフとコミュ
ニケーションを取り会
話を楽しまれている。

透析通院の方がいらっ
しゃるので栄養管理や
水分量を把握してお出
ししている。他の方も
体質を見極め、その人
にあった量を提供して
いる。

三食後のうがいを怠ら
ず、必ず就寝時はポリ
デント洗浄に努めてい
る。
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4316○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

4517○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

日中は時間を見計らっ
てトイレ誘導にて排泄
を体感して頂き、失敗
を無くし、自立心を
養って頂く。

まめに時間を見て水分
補給をし食事には繊維
物を多く取り入れてい
る。加えて体を動かし
てもらう為、リハビリ
運動を提供している。

その人に合った入浴法
にて時間をかけてゆっ
くりと楽しんで頂く、
無理強をせずその人を
尊重する。

生活環境が違うので
個々に合わせあまり干
渉せず見守りの形を取
り良眠できるよう日々
違ったレクレーション
の提供をしている。

定期健診には同行し、
診察の結果を把握し、
職員同士連絡を取り合
い、落ち度がないよう
にしている。処方せん
のファイルを作成しす
ぐ解る所に保管してい
る。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

4918○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

5219○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

一人になれる空間を提
供できるようあらゆる
所に椅子やテーブルを
設置し日向ぼっこや考
え事、気の合う者同士
でゲームなど等、自分
流に生活出来るよう支
援している。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

個々の趣向を引き出
し、時間を確保し喜び
がある生活を提供して
いる。リハビリ体操、
ゲーム、季節ごとの催
しを楽しまれている。

行きたいと思ったと
き、行きたい場所など
希望される時は送迎な
ど行い、外に出る機会
を増やすなど支援して
いる。

自由に使用できるよう
支援している。自分用
の携帯電話も使用でき
るなど字が書けない人
は代筆をお手伝いして
いる。

各部屋はフローリング
の為ベッドでの生活だ
が、時には畳にてくつ
ろいで頂く為、居間の
畳間を作っており、
ゆっくりと横になった
り、又掘りごたつにし
て家庭的な雰囲気を
保っている。

まだまだ自分ひとりで
買い物をし、お金の支
払ができると言う喜び
を残しておきたいとの
思いから見守りにて同
行して買い物をしてい
る。
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5420○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

56

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

家に居た時に愛用され
た物、使い慣れた物を
持ち込んで頂き家に居
た様な感じで生活して
頂く、亡くなられた方
の仏壇等も持ち込みに
て生活支援している。

○

○

○

廊下、トイレ等に手す
りを設置、自分の部屋
が解る様な前をつけた
り、自力にて起き上が
りが出来る様ベッドは
手すりを設けたりでき
るだけ自力にて生活で
きるよう提供してい
る。

○

○

○

○

○
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

66

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

○

○

○

○

○
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